
クビアカツヤカミキリ の駆除対策 2026.8. 

https://www.city.matsudo.chiba.jp/kurashi/kankyou/shizenkankyo/gairaiseibutsu/tokuteigairai.html 

クビアカツヤカミキリは、海外から侵入したと考えられており、生態系に問題を引き起こすとして

特定外来生物に指定されています。人への被害は出しませんが、繁殖力が強く、サクラ、ウメ、モ

モ等のバラ科の樹木を食害することから、各地で問題となっています。 

柏市内で令和 6年度に初確認されました。 

松戸市内では令和 7年 9月にフラスを初確認した。 

特徴：成虫の体長 2.5cm～4cm 程度、成虫は胸部（クビ）が赤色、他の部位は光沢のある黒色 

被害樹木：サクラ、ウメ、モモ、スモモ、アンズなど 

被害状況：幼虫は木に寄生し、木の中を食い荒らします。被害が進行すると、木が弱って枯死し、

倒木する可能性があります。幼虫は木に空けた穴からフラス（幼虫のフンと木くずが混じったもの）

を排出するため、寄生の目印となります。 成虫を捕まえた場合は、踏みつぶす、叩きつぶすなど

により、その場で駆除するようにしてください。 

 

・成虫：柏（2025）、流山・野田（2026） 

・フラス*（幼虫）：柏（2024）、 

流山・野田・松戸（2025）、我孫子（2026） 

 

▪2025 年 10 月 17 日  

松戸市内で 9月にフラスが確認された 

▪2025 年 11 月 15 日  

野田市・流山市・松戸市でフラスが確認された 

 

 

対策のポイント― 分布拡大をどう防ぐか 

森林総合研究所 

https://www.ffpri.go.jp/research/2forest/09for-

entom/documents/shinrinken_report_p6_03013.pdf 

 

 

クビアカツヤカミキリのオス・メス、フラス 
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